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■研究題目

天然染料の染着性に関する研究
一 セイタカアワダチッウの研究―

■研究の目的 意義

我々の周 りには、様々な植物力摯 節により様々

な色を発して生息している。我々の先祖は工夫を

凝らし、それらの植物を様々な形で生活に取り入

れてきた。その一つに染料としての利用があつた。

その歴史はとでも長く、1866年に偶然に合成染

料が発明されるまで、色は全て自然から得たもの

であった。

その自然の中で秋になると黄色い花を咲かせ

て、いたるところで繁茂してぃる姿を見ることが

できるのがセイタカアワダチソウである。

セイタカアワダテツウは、キク科の多年生草本

で、成長すると高さは lt2 5mに もなる
1)2)3)

4)。 原産地は北アメリカで、戦後日本に入ってき

た帰化植物である。九州北部から広がつたものら

しく、九州北部では炭坑の開鎖が相次いだ頃には

びこりだしたので「閉山草」と呼ばれていた。

セイタカアワダチッウは、かつて、喘息や花粉

症の元凶であるといわれていたこともあり、良い

印象を持つていない人も多い 5)。 しかし、現在は、

セイタカアワダチッウがそれらの原因であると

いう見方は少ない。

以前、花を咲かせたセイタカアヮダチツウを用

いて染色をした。その時セイタカアフダチツウで

きれいな黄色に染められることを知った。黄色の

染料というと、古代からメ:安やキハダを用いてき

たが、セイタカアワダチツウも黄色の染料の一つ

として、我々の生活に取 り入れること力まできない

かと考え、本研究では、その染着性と実用性を検

討した。また、黄色以外の色素による繊維への染

着性の検討も試みた。
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■研究の方法と内容      |
r染料

色素抽出材料としては、滋賀県立大学人間文化

学部棟周辺の空き地と駐車場に生えるセイタカ

アワダチツウの茎と葉と花を用いた。

それぞれの部位を中性溶液 (イ オン交換蒸留

水 :pH 6)と アルカリ性溶液 (炭 酸ナ トリウム

水溶液 (3gll):pHll)の 2種類の液で抽出した

後、ガラスフイルター (3G3)を 用い、吸引ろ

過し、メスフラスコで定容し、実験に用いた。

2 酬

中尾フイルター製染色試験布 (綿 、麻、絹、羊

毛、スフモフリン、レーヨン、アセテー ト、ナイ

ロン、ポリエステル、アクリル)を精練のみした

ものと、カチオン化処理をしたものを用いた。

精練は、ノイグン HC(lg/1)中 80℃ で 30分

処理後、充分にイオン交換蒸留水で水洗いし、熱

風乾燥機を用いて 50℃ で3時 間乾燥させ、アイ

ロンでしわを伸ばした。カチォン化処理は、精練

した布を KLC‐ 1(10mm:日中直染料店製 カチ

オン界面活性剤)と NaOH(3gll)を 加えた溶液

中 80℃ で 30分処理後、充分にイオン交換蒸留水

で水洗し、酢酸溶液中で 5分 間酸処理した後イオ

ン交換蒸留水で軽 く水洗し、精練時と同様に処理

した。それぞれの試料はデシケーターに保管し、

実験に用いた。

■結果と考察

1  時期別による染着性

各時期におけるセイタカアヮダチッゥから抽

出した液で染色した絹布の 4CXlnlnに おける●S
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図 1 各部位の時期,1に よる無媒染時の染着性

値を測定した (図 1)。

一部データの不足があるが、どちらの溶液での

抽出においても、葉はどの時期も一番染着性が良

く、最も染色に適していることがわかった。

中性溶液で抽出した茎とアルカリ性溶液で抽

出した葉において、8122が 高い値を示している

のは、8′ 22が運日晴れていたことにより、水分

が他の時期よりも少なくなり、染色に用いる30g

中の容量力増 し、高い値を得ることができたと思

われる。花は lo7 16が一番最盛期であったので高

い値を得ることができたのではないかと思われ

る。しかし、花の色があせて枯れかけていた 11′ 4

では値が低 くなっている。つまり、花は一番きれ

いな時期に採取し、染色に用いると鮮やかな色を

得られることがわかった。

2 吸収スペクトル

セイタカアワダチソウから得たろ液の吸収ス

ペクトルを測定した。吸収の山が存在する波長に

時期による差がなかったので lσ ll lこ 採取した

もので抽出したろ液から得られた結果を図 2,3

示した。葉と花は 2o倍量に希釈したものを、茎

は 5倍量に希釈 したものを示した。

中性溶液で抽出したものは、茎 葉・花ともに

322～ 324nmに 吸収の山を持ち、アルカリ性溶液

で抽出したものは、茎 葉 花ともに 225～ 233n n

と 275～ 2,81unの 柴外部に吸収の山が存在した。

また、葉には

“

4nlnに もわずかな吸収が存在 した。

これらのことより、中性溶液で抽出した場合は

黄色の色素が、アルカリ性溶液で抽出した葉では

緑色の色素の存在が考えられた。

3 各種繊維に対する染着性

各種繊維への染着性の結果を図 4に示す。

精練のみの繊維の中では、ナイロンが一番高い

値を示し、絹、羊毛と続 く。殊染することでも、

その順序は変わらなかった。

カチオン化処理した全ての繊維の染着性が向

で
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図2中性抽出した各部位の吸収スペタトル
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図3アルカリ抽出した各部位の吸収スペクトル
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図4各種織維に対する染着性

■  乾燥前

爾  乾燥後

銅 アルミユウム 鉄  錫

媒染剤

葉の乾燥前後のK′ S値の変化

上していた。その中で、羊毛が一番高い値を示し、

絹、スフモスリンと続くが、カチォン化処理はア

ルカリ浴で行うので、アルカリに弱い絹、羊毛、

レーヨン、スフモスリン、アセテートは繊維が痛

んだ。そこで、それら以外の中で検討したとき、

綿が一番高い値を示し、ナイロン、麻のIIHに なり、

特にセルロース織維の染着性が著しかった。しか

し、疎水性のポリエステル機維は染着量がわずか

しか増加しなかった。これらのことから、セイタ

カアワダチツウの色素はアニオン性の色素と考

えられた。

4 乾燥物の染着性

乾燥後の抽出 染色条件は乾燥前と同様にし、

乾燥することでどのような変化があるかを検討

した。葉のK′ S値の変化を図 5に 示す。茎も葉

も乾燥することで重量が約 1′ 2に なっていたの

で、乾燥前であれば重量に対して 50倍量の溶液

で抽出したが、乾燥後は重量に対して loo倍 量の

溶液で抽出したことになる。

乾燥することで茎も葉も,S値力勁 1′ 2に な

り、乾燥させても染料として利用できるが、乾燥

前と同じ染着性を求めることはできなかった。

図 5
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各種染料と繊維

図6 日光堅年度測定前後のK′ S値 とその比



5 染色堅年度の測定

11月 に採取したセイタカアワダチソウを染料

として用い、綿、麻、絹、ナイロンを染色しアル

ミユウム媒染したものと、対照資料として、キハ

ダ、刈安で染色し、アルミニウム媒染したものと、

酸性染料、反応染料で染色したものの堅年度も測

定した。日光堅年度はカーボンアーク灯光法を用

しヽ 20時間紫外線を照射した。洗濯堅年度は」IS

L0844A2号を用いて行った。その結果を表 1

に示し、日光堅牢度試験における OS値 の変化

とその比を図 6に示した。

絹とナイロンの日光堅年度は悪いが、洗濯堅牢

度はどの繊維においても良い結果を得られた。

表 1 堅年度液1定 結果

よりも、良い色を求めることができ、葉が一番

高い染着性を示した。

2 セイタカアヮダチッゥの吸収スペクトルは、

茎 葉 花ともに中性抽出では 322～ 324nmlこ

吸収の山を持ち、アルカリ性抽出では 225～

233n nと 275～ 278n nに 吸収の山を持っている。

アルカリ性抽出において葉には 400nlnと 654nm

にもオヽさな山を持ち、クロロフィリンの存在を

示した。

3 各種繊維に対する染着性は、精線のみの繊維

の中では、ナイロン、絹、羊毛への染着性が良

く、カチオン化処理をした耐アルカリ性の繊維

の中では、綿、ナイロン、麻への染着性が良か

った。

4 乾燥させても染色できるが、染着性は低くな

った。

5 染色後アルミユウム媒染した麻と締は日光堅

牢度も洗濯堅牢度も良かった。また、絹とナイ

ロンは日光堅年度は悪いが、洗濯堅年度は良か

つた。洗濯による汚染もなかった。

6 緑色色素の利用においては、銅媒染溶液を使

用することで緑色 を得ることはできるが、使用

しない時は得ることが難しい。しかし、条件を

改良することで可能性はある。
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繊維名  日光

変退

洗濯

変退  汚染

冷扁カチオン 3‐ 4  ●5

セイタカ   麻   34  ■5

アワタ・チソウ  絹   3   4
ナイロン      3      4

全 5

全 5

全 5

全 5

やヽ夕・

綿 精練  3  3‐ 4 全 5

綿 カチオン 3‐ 4 ■5 全 5

絹   3‐ 4  2絹 34全 5

刈安

綿 .精練  3  2‐ 3  全 5

綿 カチオン ,4  ■5  全 5

絹   ■5  ■5  全 5

酸性染料  綿 精練  4
絹   45

反応染料  綿 精練  45
絹   45

耐光度は全て4級以下

まとめ

1 セイタカアワダチツウの季節によっての染着

性に大きな変化は見られないが、植物が鮮やか

な色を発している時期の方が、枯れているとき
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